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１. はじめに 

橋梁用高降伏点鋼板 SBHS は，2008 年に JIS 化された 1)．SBHS は，従来鋼よりも高い降伏点，優れた溶接性

などがあり，鋼橋へ適用することで建設コストの縮減に大きく貢献できると期待されている．その中でも，

SBHS400 は 2011 年に JIS 規格に追加され，2017 年には道路橋示方書 2)に記載された．しかし，SBHS400 の耐荷

力特性に関する情報は，従来鋼に比べていまだ十分とはいえず，今後幅広く SBHS を使用するためには，具体的

かつ汎用的な設計手法の開発が必要である．特に，把握すべき耐荷力特性のうち長柱に関しては，SBHS500 につ

いての研究 3)が進む一方で，SBHS400 についての研究は少ないのが現状である．そこで本稿では，溶接箱型断面

鋼製長柱の軸圧縮実験を実施し，SBHS400を用いた鋼長柱部材の耐荷力の評価を行った． 

 

２. 実験供試体 

本稿の実験では，供試体の細長比パラメータをλ̅= 0.62，1.15 とした．細長比パラメータが異なる 2 体の供試

体(B05，B10)は，板厚 9mm の 4 枚の両縁支持板からなる無補剛箱型断面の鋼長柱であり，供試体諸元を表-1

に，断面図を図-1 に示す．フランジおよびウェブの板厚と板幅は，局部座屈による耐力低下を防ぎ，全体座屈

強度に着目するため幅厚比パラメータを RR≦0.4 とし，断面二次モーメントは，弱軸回りおよび強軸回りの比

を 8：10 とした．2 体の供試体を，両端が球座の 10MN 大型構造物圧縮試験機を用いて変位制御(載荷速度

0.01mm/sec)の条件の下，単調圧縮載荷実験を行った．図-2 に供試体設置状況を示す．また，SBHS400 につい

て材料特性を把握するために引張試験を行った．得られた公称ひずみ－公称応力関係の一例を図-3に示す． 

 

 

 

 B05 B10 

フランジ幅 bf (mm) 132 132 

フランジ厚 tf  (mm) 9 9 

ウェブ幅 bw (mm) 112 112 

ウェブ厚 tw  (mm) 9 9 

弱軸回りの 

断面二次モーメント 

I (×104 mm4) 

1201 1201 

供試体長さ l (mm) 1700 3400 

ピン間距離 l' (mm) 2000 3700 

降伏応力  

σyM (N/mm2) 
501 501 

幅厚比パラメータ 

RRfM  (フランジ) 
0.38 0.38 

幅厚比パラメータ 

RRwM  (ウェブ) 
0.32 0.32 

細長比パラメータ λ̅ 0.62 1.15 

キーワード 橋梁用高降伏点鋼板 SBHS400，鋼長柱，細長比パラメータ，耐荷力 

連絡先 〒169-8555 東京都新宿区大久保 3-4-1 早稲田大学大学院創造理工学研究科 TEL 03-5286-3387 

図-1 供試体断面図 

表-1 供試体諸元 
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図-3 公称ひずみ－公称応力関係 図-2 実験供試体設置状況 
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３. 実験結果 

図-4 に，2 体の供試体(B05，B10)の軸圧縮試験から得られた軸力

(N)－軸方向変位(δ)関係を示す．この図からB05は降伏荷重付近で最

大荷重を迎え，B10 は降伏荷重に達する前に最大荷重を迎えている

ことがわかる．また，図-5に B05の残留面外変位を示す．この図か

ら，供試体中央で最大変形とならない座屈モードが確認された．座

屈モードと耐荷力の関係については，今後検討を進めていく． 

 

４.  道路橋示方書の耐荷力曲線との比較 

道路橋示方書 4)では，圧縮部材において一般的に使用されている

溶接箱型断面を対象とした基準耐荷力曲線が式(1)で示されている． 

実験結果を式(1)で示される基準耐荷力曲線と比較するため，供試

体 B05および B10それぞれにおいて，最大荷重 Pmaxを断面積 Aで除

した，座屈応力 σcr=Pmax/Aを算出した．縦軸を σcr/σyM，横軸を細長比

パラメータλ̅としたグラフを図-6に示す．この図から，供試体B05お

よび B10 いずれも，耐荷力曲線の上側にプロットされており，

SBHS400 を用いた鋼長柱部材の耐荷力は，道路橋示方書の式におい

て安全側で評価されることが明らかになった．一方で，実験結果に

バラつきがあることを考慮すると，今回のデータだけでは，「道路

橋示方書の耐荷力曲線は，SBHS400 を用いた鋼長柱部材の耐荷力を

適切に評価できる」と断言することは難しい．今後，SBHS400 に関

する圧縮実験や解析的研究を行い，データの収集と更なる検討を進

めていく必要がある． 

 

５. まとめ 

 本稿では SBHS400 を用いた鋼長柱部材の耐荷力の評価を行うた

め，溶接箱型断面鋼製長柱の軸圧縮実験を実施した．実験結果と道

路橋示方書の耐荷力曲線の両者を比較すると，SBHS400 を用いた鋼

長柱部材の耐荷力は，道路橋示方書の式において安全側で評価され

ることが明らかになった．一方で，SBHS400 を用いた鋼部材の耐荷力特性について得られているデータはいま

だ不十分であるため，実験的および解析的研究により更なる検討を進める必要がある． 
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σcr/σy =1.0 (λ̅ ≤0.2)  

(1) σcr/σy =1.059-0.258λ̅-0.190λ̅
2
 (0.2< λ̅ ≤1.0) 

σcr/σy =1.427-1.039λ̅+0.223λ̅
2
 (1.0< λ̅) 
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図-4 B05 と B10 の N－δ 関係 
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図-5 B05 の残留面外変位 
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図-6 実験結果と耐荷力曲線 4)の比較 
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